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豊田市サッカー協会　社会人連盟

　平素より豊田市サッカー協会　社会人連盟の活動にご理解、ご協力承り、誠にありがとうございます。

標記の件、選手交代について再出場許可の検討要望がございました。連盟にて議論した結果、

サッカーのプレー環境提供を優先する考えを踏まえ、再出場の制度を導入方向で進めたく存じます。

再出場制度の導入については、運営要項の改定が必要となります。ご審議をお願いします。

【運営要項（現行）】

【運営要項（改定案）】

■運用イメージ

≪試合前≫

1.チーム代表者はメンバー表に試合当日の登録メンバーをメンバー表に記入して審判に提出する

　※登録メンバーと先発メンバーが分かるように〇を付ける（添付：メンバー表参照）

　※登録メンバーは7名以上21名以内

2.審判は試合目の選手確認時に、先発メンバーと選手証の照合を行い、チーム提出のメンバー表

　 （選手確認欄）にチェックを入れる

　※当日登録メンバーが21名以内であることも確実に確認する

≪試合中≫

1.審判（第4審）は警告・退場が発生した場合は、メンバー表の記入欄に適用ルールと反則名を記載する

　 （再出場時の確認のため）　　例：警告（反スポ）、警告（ラフプレー）、退場（警告2枚）

≪交代手続き≫

1.交代選手は第4審に申し出る

2-1.交代選手が当日の初出場である場合、選手証の照合を行い、チーム提出のメンバー表

　 　（選手確認欄）にチェックを入れる

2-2.交代選手が当日の再出場である場合、チーム提出のメンバー表での確認のみ行う（退場有無含め）

3.アウトオブプレー中に交代を行う（通常の交代と同様）

以上

選手交代について

第５章 大会規定および罰則

第１５条 選手交代 ：補欠登録者のうち、前半・後半を通じて１０名まで交代できる。

第１５条 選手交代

１．補欠登録者のうち、前半・後半を通じて１０名まで交代できる。

２．交代によりピッチを退いた登録者の再出場は可能とする。



所属ブロック 　　部   　　　　

試合日 　　月　　　　　　日

背番号 氏　　名
当日登録メンバー

（〇を記入）

先発メンバー

（〇を記入）

選手証確認

（審判にてチェック）

警告・退場内容

（審判にて記入）

※当日登録メンバー・先発メンバーに○を付けて下さい（登録メンバーは21名以内まで）。

豊田市サッカー協会　社会人連盟

メ　ン　バ　ー　表　　　　　　　　

チーム名

対戦チーム名



豊田市社会人連盟サッカーリーグ運営要項

豊田市サッカー協会
 社 会 人 連 盟

第 １ 章 総 則

第 １条 このリーグは、豊田市社会人サッカーリーグ 「以下ＴＳＬ」という。

第 ２ 章 役員及び組織

第 ２条 リーグ実行委員会の機能
１．豊田市リーグ実行委員会
（１） 委員－運営委員・審判委員
（２） 機能

イ． リーグ運営要項の改廃
ロ． リーグ日程の作成および運営（含む競技場の確保）
ハ． 会計処理（現金出納および決算報告）
ニ． 記録の整理
ホ． 事故、事件に対する対策措置
ヘ． その他

第 ３ 章 経 費

第 ３条 このリーグの経費は、次のものである。
１．加盟チームの経費（含む参加費）
２．その他の収入

第 ４条 会計年度は、４月１日より翌年３月３１日迄とする。

第 ４ 章 リーグ登録 ・ 資格

第 ５条 豊田市サッカー協会社会人連盟 「以下連盟」に登録されたチームであること。
第 ６条 登録メンバーの数は、別に制限しない。 （二重登録は認めない）
第 ７条 各チームは連盟に選手と同じく審判員を１名以上登録しなければならない。

審判員は次の資格を有するものとする。
１．日本サッカー協会または、都道府県サッカー協会が認めた公認審判員。

第 ８条 各チームは、連盟が主催する会議に必ず出席しなければならない。
第 ９条 追加および抹消登録を希望するときは指定の書面および追加登録の場合は

選手証用写真を添えて別に定める日程・会場にて所定の手続きを受けること。
尚、登録者の試合出場時期は受理日の翌日からとする。

第１０条 登録者は、あらかじめ健康診断を受けて、自己の健康に異状のないことを確認
したものとする。

第１１条 登録者は、あらかじめスポーツ安全協会傷害保険か、会社、事業所などで取り
扱っている傷害保険に加入することを原則とする。

第 ５ 章 大会規定および罰則

第１３条 リーグ日程 ： 別に定めた日程表に基づき実施する。
第１４条 試合時間  ： ３０分－５分－３０分 （延長は無し）。



第１６条 順位決定  ： (1)勝点法 （勝 ・ ・ ３点、分 ・  ・ １点、負 ・  ・ ０点）
 (2)得失点法 （総得点－総失点）
 (3)対戦成績法 （該当チームの勝敗とする）
 (4)総得点法 （総得点の多い方のチーム）
 (5)ブロック内の上位チーム

第１７条 試合は開始時１チーム７名以上をもって成立する。
第１８条 ルールはその年の日本サッカー協会審判ルールに従う。原則として年度を通じ

て変更はしないものとする。
第１９条 表彰はブロック別に１位から３位までを対象とする。
第２０条 連盟は、参加者の競技中における疾病ならびに傷害及び事故についての責任

はいっさい負わないものとする。
第２１条 天災などにより試合開催が不可能、または続行が不可能と担当審判が判断し

た場合はそのゲームの延期扱いとする。試合途中の場合、その時の得点は無
効とする。（悪天候で試合開催が不可能なときは、グランドに立て札を立てて掲
示するので、必ずグランドまで来て確認すること）

第２２条 担当審判は速やかに運営を行うため、次の役割、権限を持つものとする。
１．審判は必ず黒い審判服を着用し、主審は審判手帳を携帯しなけばならない。
（主審以外の審判員は黒色ビブスでも可）
２．主審は試合結果及び必要事項を結果表に記入後速やかに本部席に提出。
３．主審は試合中に退場など、選手として恥ずべき行為のあった場合、原則とし
て状況報告を連盟事務局へ提出すること。

５．最終試合の審判はグランドの後片付け（ｺｰﾅﾌﾗｯｸﾞの取り外し指示、各器具
備品の点検など）を実施する。

第２３条 参加者（各チーム）は次の事項を遵守すること。
１．試合開始３０分前には集合し、試合ができる状態にあること。１０分前には予
備審席にて選手証及び用具のチェックを受けること。

２．第１試合のライン引きは審判の指示により両チームにて行うこと。
３．最終試合の両チームはグランド整備（レーキにてグランドをならす）を行うこと。
４．試合中における抗議はいっさい認めない、但し不審点は今後の運営上に生
かすため連盟事務局に書類で提出すること。

５．試合予定日の変更は一切なしとする。但し連盟が特に認めた場合は除く。
６．試合予定日の出場が不可能になった場合の処理は次の通りとする。

(1)原則として７日以上前、最低３日前までにそのチームが
(a)相手チーム (b)担当審判（主審） (c)リーグ戦担当委員
(a)(b)(c)全てに連絡した場合に限り不戦敗として認める。（但し棄権するチ
ームが第１試合の時は、そのチームだけでライン引きを行う。）
また所定の用紙に連絡した日時と相手の氏名を記入しリーグ担当委員ま
で郵送すること。

(2)前号の処理を怠った場合は棄権扱いとする。
(3)不戦敗及び棄権試合の得点は、 ０ ： ５ とする。

第１５条 選手交代
１．補欠登録者のうち、前半・後半を通じて１０名まで交代できる。
２．交代によりピッチを退いた登録者の再出場は可能とする。

７．チームは色の異なるメインとサブ（ビブスでも可）ユニフォームを持参すること。
（主な色が黒色のユニフォームは禁止。紺色についても原則禁止とする）

８．チームのユニフォーム（シャツ ・ パンツ ・ ストッキング）は全員（ＧＫは除く）が
同色でなければならない。又、スッパツはパンツと同色のみとし、半袖着用時
のアンダーシャツ（長袖）は統一された色とする。色の異なるユニフォーム（シ
ャツ ・ パンツ ・ ストッキング）を着用している選手は出場できない。



第２５条 退場 ・ 警告の処置
１．退場を命じられたものは、原則として次の１試合は出場できない。
２．悪質な退場者のその後の処分はリーグ実行委員会によりこれを裁定するが
その後のリーグへの再登録は原則として認めない。

３．警告を与えられた場合、その警告は累積する。２回で退場と同じ扱いで、次
の１試合には出場できない。但し、同一試合で２回の警告を受けたものは次
の１試合には出場できない。

第２６条 棄権試合 ・ 審判欠席 ・ 会議欠席 ・ 会議遅刻の処置。
１．試合開始時前に７人に満たない場合、棄権とする。
２．１試合棄権した場合は、１ランク落ちとする。
３．２試合棄権した場合は、リーグ戦終了後次第チームの登録を抹消する。また
リーグへの再登録は原則として認めない。
４．新規加入チームが、１試合以上棄権した場合は、前項と同じ扱いとする。
５．第２項 ・ 第３項の該当チームはリーグ戦の表彰対象としない。
６．審判担当日に欠席した場合、原則として上記棄権試合の処置と同じとする。
７．会議（代表者 ・ 審判団等）に欠席、遅刻した場合も前項と同じとするが最終
決定はリーグ実行委員会の裁定に基づくものとする。

第 ６ 章 リーグ入替え規定

第２７条 リーグ入替えを下記手順にておこなう。

１．上位ブロックの下位２チームと、下位ブロックの上位２チーム
（第２６条適用チームを除く）を入替える。
２．抹消チーム、非登録チームを削除する。
３．第２６条適用チームの降格をおこなう。
４．第２項により上位ブロックにチーム数の不足が生じた場合は、前項の
適用チームを除き下位ブロックより順次昇格させ、不足を補う。

第２８条 上記の入替え規定以外の問題が発生した場合は、リーグ実行委員会で
此れを裁定する。

第 ７ 章 附 則

第３０条 本要項の改廃は、リーグ実行委員会の会議により、連盟の承認を得る。
第３１条 この要項は、平成 ５年４月１日から施行する。

この要項は、平成１３年４月１日より一部改正を行う。
この要項は、平成１８年４月１日より一部改正を行う。
この要項は、平成１９年４月１日より一部改正を行う。
この要項は、平成３１年４月１日より一部改正を行う。
この要項は、２０２１年４月１日より一部改正を行う。
この要項は、２０２４年４月１日より一部改正を行う。

第２４条 主審の意に反して試合を放棄したチームは不戦敗とする。（但し、放棄試合をし
たチームのリーグ戦終了後の処置としてはリーグ実行委員会の裁定に基づくも
のとする）
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